



















































































































































メタファーの例。今井（2010: 57）は，He is in love.の例文を挙げて次のように説明する。
「inは『空間内にある』という意味で，He is in the library.（彼は図書館にいます）だと，彼は
















ファーだとはすぐにわからないほどのものが多い（Lakoff and Johnson, 1980）。I spent the last 





殊なメタファーは説明がいる。例えば，Life always seems like fourth down and ten to me. （McCagg 






識にわかる。これは日本語の例であるが，次のような英語の例でも同じである：The kettle is 
boiling. Boilingしているのは，the kettleそのものではなくその中の waterである。同じく今

















take afterの類義語 resembleとの相違の説明で再確認される。My sister takes after my mother. 





My mother resembles my sister.は変だが理屈の上では成り立つ。だが，My mother takes after my 







例えば，今井（2010）第 7章「aと theの使い方」の中で，とくに「7.1.　aと theの違いは？」













































































































































down.’ ‘Hold on.’ ‘I suggested that John attend the meeting.’ ‘We’ll be having a party this coming 




を用いるのは，「命令法」の応用としている。例：She insisted that her husband quit smoking.
（佐藤・田中，2009: 157）。意味的には問題なさそうだが，that節内での命令法という考えは
ちょっと無理がある。
佐藤・田中（2009: 159）の「条件節で用いる SHOULD」，つまり if ~ shouldの用法のこと
である。佐藤・田中（2009: 154）では，shouldのコアを「あることをするのが当然なのだが，
いまだなされていない」と捉える。ここから，if ~ shouldでの shouldの意味を「もし，ある
ことが（まだ起こっていないが）。起こるべくして起こるならば」と説明する。「万一」とい
う可能性の少ないことがらを想定する意味のところで，「起こるべくして起こるならば」と説













うにない」という意味が出てくるのか。今 Should anyone arrive late, admission is likely to be refused. 
























る。One form, one meaning.ひとつの形にひとつの意味，コア・アプローチ。これは，魅力
的なアプローチである。ひとつの表現形式（例えば単語）に，多くの意味がいたずらに付与さ
れることがある。時にはその語の意味というよりはコンテキストの意味と思われるものが付与
されたりする。分かりやすい例を挙げると，それはちょうど do the dishesの doに「洗う」の
意味を付与するようなものである。Do the dishesも do the book（書評を書く）も doの意味は
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